
d,ボルト・加工位置の品質

　　　本仕様書は構造用集成材を主要構造部に使用し、柱・梁をボルト類により半剛接合した木質ラーメン構造

縮尺図面名称

工事名称

東京都知事登録　第53799号

株式会社エヌ・シー・エヌ一級建築士事務所

一級建築士登録　第289962号　大口 仁
構造設計一級建築士登録　第1175号

〒100-0014

東京都千代田区永田町2-13-5

Ｓ-０１
木質構造特記仕様書

１．共通事項

２．建築物の構造内容

３．構造用集成材・構造用合板・接合金物の材料の品質・仕様

（１）構造用集成材

５．耐久性（防腐・防蟻）

６．接合金物の品質

木質構造特記仕様書

　　　設計図書とは本仕様書、設計図、見積要領書（現場説明書及び質疑回答書を含む）をいう。

（１）適用範囲

　　　による建築物に適用する。

（２）設計図書

（３）準拠基準

　　　建築基準法、同施行令、告示、それらに基づく技術的助言

　　　木質構造設計規準・同解説　　　　　　　 （日本建築学会　2006）

（４）特記事項の適用

      特記事項は、■印を適用し同一項目に２つ以上ある場合は、共にこの工事に適用する。

（５）施工図の提出

　　　工事に先立ち施工図を必要に応じて作成し、監督者の承認を受ける。

（１）工事種別

増築 改築新築

（２）構造設計一級建築士の関与

法第20条第二号（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）ＲＣ造高さ 20 m超 Ｓ造 4 階建以上 高さ 16 m 超 その他

（３）階数

（４）構造種別

構 造 種 別 該 当 階 等 架構特徴等

鉄筋コンクリート造

鉄骨造

木造

その他

　階～　　階

　階～　　階

免震建物

塔状建物

制震建物

(RC)

(S)

(W)

室　名 床　用 架 構 用 地 震 用

構造計算書による

（９）一次設計時用層間変形角

（10）付帯工事

（５）主要用途

（６）屋上付属物

（７）設計荷重

(N/㎡)(ａ)主な積載荷重

(ｂ)１次設計用地震力

(ｃ)風荷重

Co ＝

地表面粗度区分：

垂直積雪量　　　　㎝

(ｄ)雪荷重

(ｅ)燃え代設計

(ｄ)特殊の荷重及び仕上材

（８）構造計算ルート

ルート　－（　　）

1/     rad

Z ＝ Rt ＝ K (地下) ＝0.2 1.0 1.0 0.1

Ⅲ 基準風速　Vo ＝　　　m/sec

単位荷重　　　N/㎝・㎡

34

20

なし 45㎜（60分準耐火）35㎜（45分準耐火）

（燃え代指定部材は、図面による。）

１

a,ＪＡＳ認定工場で製造されたＪＡＳ規格の構造用集成材とする。

b,樹種及び強度等級

（２）構造用合板

a,構造用合板はＪＡＳ規格とし、その厚さは次の通り。

（３）接合金物

a,接合金物はＪＩＳ　Ｇ３１０１（一般構造用圧延鋼材）とし、材質はＳＳ４００とする。

b,接合金物の仕様はＳＥ金物同等以上とする。

c,接合金物の防錆仕様はＪＩＳ　ＨＯ４００　カチオン電着塗装同等品以上とする。

※金物形状は、金物詳細図による。

（４）ファスナー（ボルト・ナット・座金・ドリフトピン・Ｓボルト・アンカーボルト等）

a,製品の規格は次の通り

（６）二次部材の接合金物

a,特別製作接合金物の表記方法は次による。

（５）特別製作接合金物

b,座金

ベイマツ

ヒノキ

オウシュウアカマツ

カラマツ

スプルース

Ｅ　８５-Ｆ３００

Ｅ１０５-Ｆ３４５

Ｅ　９５-Ｆ３１５

Ｅ１２０-Ｆ３７５ 使用環境Ａ

使用環境Ｂ

使用環境Ｃ

使用環境同一等級構成集成材対称異等級構成集成材樹　種

水平構面用 鉛直構面用

12㎜　2級　Ｆ☆☆☆☆

15㎜　2級　Ｆ☆☆☆☆

24㎜　2級　Ｆ☆☆☆☆

28㎜　2級　Ｆ☆☆☆☆

構造用パーティクルボード　9mm　Ｆ☆☆☆☆

 9㎜　1級　Ｆ☆☆☆☆

 9㎜　2級　Ｆ☆☆☆☆

12㎜　2級　Ｆ☆☆☆☆

ボルト

ナット

座金

Ｓボルト

ドリフトピン

ハンガーボルト

ビス

ブレース

釘

釘

柱脚用アンカーボルト

土台用アンカーボルト

JIS B 1180 六角ボルト

JIS B 1181

JIS G 3138 SNR490B

SS400相当

JIS G 3507

JIS G 3507 SWCH18A

JIS A 5540

JIS A 5508 ＣＮ釘・Ｎ釘

JIS G 3505 相当 ＴＮ釘

JIS G 3138

名　称 規　格 備　考

ボルト径 厚さ 直径

47ｍｍ

58ｍｍ4.5ｍｍ

4.5ｍｍ16ｍｍ

20ｍｍ

表記記号

ＢＰ

ＳＰ

Ｒ

ＭＢＰ

ＧＰＬ

ベースプレート

スプリットプレート

リングジベル

中間ベースプレート

ガセットプレート

検査方法 指定工場での工場検査

工事現場での受け取り検査

立合目視検査

指定工場での工場検査

工事現場での受け取り検査

立合目視検査

検査方法 指定工場での工場検査

工事現場での受け取り検査

立合目視検査

尚、CAD/CAM連動システムによるCAD伏図は施工図の代用とみなす。

b, 部材寸法の品質

c, ボルト・ドリフトピン・スリットの加工品質

e,柱梁の標準接合部は次の通り。

（１）木材の防腐・防蟻処理

a,現場処理：塗布、吹付

ＣＡＤ連動のＣＡＭ化された加工システムによるものとする。

※主要構造部の木材（集成材）には地面から1ｍ以内の部分に有効な防腐・防蟻処理を行うこと。

※外部に使用する主要構造部の木材（集成材）には有効な防腐・防蟻処理を行うこと。

※主要構造部の木材（集成材）の養生塗装は施してありません。

（注：接合部、亀裂部、コンクリートなどに接する部分は、特に入念な処理を行う。

給排水用塩化ビニル管に接する部分は、薬剤による損傷を防ぐため管を保護する。

処理方法は、日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。）

（１）接合金物は、本仕様書に基づく接合金物の管理ができる工場とする。

±0.5％
（ただし－3.0ｍｍ、＋5.0ｍｍを超えないこと）

部材巾（短辺）

部材長

部材成（長辺）

300ｍｍ以下

300ｍｍ超える

-0.5ｍｍ～+1.5ｍｍ

-0.5ｍｍ～+1.5ｍｍ

±5.0ｍｍ以内

接合名称

センタースリット巾

ドリフトピン接合

ボルト接合

Ｓボルト接合

ハンガーボルト接合

鋼鈑6ｍｍ

DPφ16ｍｍ

DPφ20ｍｍ

M16ｍｍ

外径21.2ｍｍ

外径12.5ｍｍ

木材加工

7.5～8.0ｍｍ

16ｍｍ

20ｍｍ

17.5～18.0ｍｍ

17.5～18.0ｍｍ

9.0ｍｍ

必要 必要としない

Ｅ　９５-Ｆ２７０

Ｅ　９５-Ｆ３１５

Ｅ１０５-Ｆ３００

Ｅ１２０-Ｆ３３０

Ｅ１３５-Ｆ３７５

      2025年版 建築物の構造関係技術基準解説書

ナット

Ｚマーク同等

Ｚマーク同等

a,二次部材にはＺマーク金物・Ｃマーク金物等を用いる。

４．木材加工

（１）木材加工は、本仕様書に基づく木材加工の管理ができる工場とする。

a, 施工図

施工図は設計図書に基づき、納まりや詳細について十分検討した上で作成し監理者の承認を受ける。

検査方法

TPT512

0626 20 . .05

地下　　階　　　地上　１階　　　塔屋　　階

１階

児童福祉施設

50

150

仮称）立葵の杜　施設新築工事
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Ｓ-０２

部　位 最小かぶり厚さ(mm)

コンクリートの

設計基準強度

(Ｎ／mm2)
SD295 SD295

直線定着の長さ(L2) フック付き定着の長さ(L2h)

SD345 SD390 SD345 SD390

１８

２１

２４～２７

３０～３６

４０ｄ

３５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

―

４０ｄ

３５ｄ ４０ｄ

３５ｄ

３０ｄ

２５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

３０ｄ

―

２５ｄ

３０ｄ

２５ｄ

２０ｄ

２５ｄ

ＳＥ構法　基礎構造標準仕様書

１．一般共通事項

２．地業工事

割栗・砕石地業

捨てコンクリート

幅（参考値）

50＋基礎の幅＋50

同上

厚さ（参考値）

100

50

２

３．鉄筋工事

図

折曲げ角度 135°180° 90°

鉄筋の余長 4d以上

d d d

余長
余
長 余

長

R R R

6d以上 8d以上

8
d以

上

キャップタイd

図 鉄筋の種類 鉄筋の径による区分鉄筋の使用箇所
による呼称

帯　　筋

あ ば ら 筋

スパイラル筋

上記以外の鉄筋

3d以上

4d以上

6d以上

D19～D25

D19～D25

D16以下

D16以下

鉄筋の折曲げ

d

d

R

R

内のり寸法（Ｒ）

＊片持ちスラブ上端筋の先端

　折曲げ内法寸法Ｒは、D16以下は 3d以上、D19以上は 4d以上。

５．アンカーボルト工事

フック付き フック無し

d d

L1=30d(30d)
L1=40d(45d)

※（　）内は、SD345を示す

D10

D13

D16

D19

D22

D25

呼び名
(d) 最外径

11

15

19

22

26

29

32

33

38

32

32

32

主筋のあき
ａの最小値

２段筋の間隔
Ｐ２の最小値

43

47

51

54

59

67

a

間隔 P2

あき
最外径 最外径

a

P
2

（１）構造図面に記載された事項は、仕様書に優先して適用する。

（２）「小規模建築物基礎設計指針」（日本建築学会 2008）を準拠する。

（３）「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」（日本建築学会 2010）を準拠する。

（４）各種工事で本仕様書以外のものは、「JASS5鉄筋コンクリート工事」（日本建築学会 2018）を準拠する。

（５）基礎伏図・基礎断面図に基づき、登録施工店は別途施工図等を作成し、各部詳細を確認すること。

（６）本仕様書表記単位は、特記なき限り Ｎ，mm，Ｎ/mm とする。

（１）割栗・砕石地業及び捨てコンクリートの寸法は下表の数値を参考とする。

※ ベタ基礎の場合、捨てコンクリートは基礎梁の部分だけでも可とする。

（２）捨てコンクリートの調合管理強度(呼び強度)は18Ｎ/mm 以上とする。

（１）鉄筋の種類

　　a,JIS G 3112の鉄筋コンクリート用棒鋼とする。

　　c,呼び径dは、D10，D13，D16，D19，D22とする。

（２）鉄筋末端部の折曲げ形状

（３）鉄筋中間部の折曲げの形状

（４）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

　　a,末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

　　b,継手位置は、梁スパンの中央部に設けない。

　　d,D35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手を用いない。

　　c,鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋径により算出する。

（５）重ね継手(下図のいずれかとする)

（６）鉄筋のあきと鉄筋間隔

　　a,主筋相互のあきａは粗骨材最大寸法の1.25倍以上、隣り合う鉄筋呼び径の平均値の1.5倍以上とする。

　　b,粗骨材の最大寸法を25㎜として算出した数値を下表に示す。

　　c,２段筋の間隔Ｐ２は構造図による。構造図に記載がない場合は下表による。

主筋のあきａの最小値および２段筋の間隔Ｐ２　（単位㎜）

（７）鉄筋の定着長さ

２

折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋の

末端部またはスラブと同時に打ち込む

Ｔ形およびＬ形梁のキャップタイに

のみ用いる。

　　a,主筋の定着長さ

※1 dは，異形鉄筋の呼び名に用いた数値

※2 フック付き鉄筋の定着長さL2hは定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし，フック部は含まない

※3 フックの折り曲げ内法直径および余長は（２）の表による

※4 軽量コンクリートを使用する場合は，上表の数値に5dを加算する

アンカーボルトＭ２０
コーナー補強筋
D13(内側に配筋)

コーナー補強筋
D13(内側に配筋)

※4

40d

※4

40d

※4

40d

・補強筋はコーナー部より100㎜以内に施工すること ・高基礎の場合は、別途補強筋が必要

・アンカーベース使用時に限る

　※3 主筋が複数の場合は、全ての主筋に適用する。

※340d

D10

40d

40d

D13 D13

35d35d

35d35d

Ｔ字部 アンカーボルトＭ２０による代用Ｌ字部

　　c,布基礎

25d
35d

フックなしでも可

　　e,基礎梁段差部　　d,基礎梁端部（人通口などの開口部）

　　b,間仕切基礎

　　f,基礎梁直交部分の主筋の定着 及び コーナー補強筋

※4 直線部分で40d以上を確保

※5 高基礎用アンカーボルトを使用した際、コーナー補強筋が定着盤と干渉するため、コーナー補強筋を

　　ずらして適宜配置すること。

・孔径80mm以上又は梁せい1/8以上の貫通孔には
  補強筋D10・折筋D10を入れること。

・貫通孔径は150mm以下かつ梁せい1/3以下とする
　こと。

梁

35
d

35d

折筋 D10

D10

15
0以

上

補強筋

35d

補強筋(切断の場合)

※
6

35d

35d35
d

35
d

35d 35d

D13(スラブ筋切断の場合)

スラブ

・孔径120mm以上の貫通孔には斜筋D13を入れる

・貫通孔径は200mm以下とすること。

　こと。

・鉄筋を切断する場合は、貫通孔脇に切断した
　スタラップ筋と同径以上を２本入れること。

・主筋を切断してはならない。

・鉄筋を切断する場合は、貫通孔両脇に
　切断したスラブ筋と同方向に同径以上の
　配筋を補強すること。

（８）スリーブ補強

・孔が複数の場合は、中心間隔を径の3倍以上とすること。

・孔径が配筋間隔以下で鉄筋を50㎜以下でずらすことにより貫通孔からかぶり厚を確保できる場合は、

　補強筋を省略することができる。

※6 計算で確認された場合を除く。

※7 補強筋の代替に既製の補強筋を使用する場合は、上記仕様と同等性能であり商品の仕様に適合している

  ことを確認した上で使用すること。

（９）基礎に対するコンクリートの最小かぶり厚さ

仕上げあり 仕上げなし

40

40

30

　　・設計かぶり厚さの標準値

屋内

屋外 40
スラブ

屋内

屋外
柱(柱脚金物受けの柱型立ち上がりを含む)

40

40

40

50

土に接する部分
50

土に接しない部分

擁壁 5050

柱・壁・立上り部

基礎・耐圧版

（１）アンカーボルトの種類

　　a,土台用アンカーボルトは、M12定着長さ250㎜以上（フック又はカサ付き）を使用すること。

　　 （Ｚマークもしくは同等品）

　　b,柱脚金物用アンカーボルトはM20（定着板付き）とする。

　　c,柱脚金物用アンカーボルト及び座金、ナットは(株)エヌ・シー・エヌが供給する部材を使用すること。

　　d,アンカーボルトは、表面をメッキ処理したものとする。

（２）アンカーボルトの出寸法

　　a,土台用アンカーボルトの出寸法は土台天端から-10mm～+50mm程度とする。

　　b,柱脚金物用アンカーボルトの出寸法は以下とする。

柱脚金物アンカーボルト出寸法

基礎仕上げ天端からの寸法

50mm　（ -5 ～ +15mm ）

（３）アンカーボルトの施工

　　a,土台用アンカーボルトの定着長さは250mm以上とする。

　　b,アンカーボルトは、原則として、前もって型枠に固定又は配筋等に結束して施工すること。

　　c,アンカーベース（柱脚金物用）を使用する場合は、必ず捨コンクリートの上へ設置すること。

　　　※ 基礎高さ1000mm以上の場合は、定着板付きの専用アンカーボルトを使用する事も可能。

　　d,アンカーボルトのかぶり厚さは40mm以上を確保すること。

　　e,柱脚金物用アンカーボルトは地中梁に挿入し、立上り部分のみだけの定着をさせないこと。

土台用アンカーボルト

-1
0
㎜
～

＋
50
㎜

程
度

定
着

長
さ

2
50
㎜

以
上

▽土台天端

50
㎜

（
-5
㎜

～
15
㎜

）

40㎜以上

▽基礎天端

柱脚金物用アンカーボルト

・ねじ山はナット頭から２～３山以上

　出るようにする。

・柱脚金物の下には、基礎パッキンは

　使用禁止。

（４）土台用アンカーボルトの配置

　■土台用アンカーボルトは、「アンカー伏図」に基づいて施工を行うこと。

　　a,土台用アンカーボルトは、柱芯から250mm以内に必ず配置し、中間部は2000mm以内のピッチで配置すること。

　　　ただし、高耐力壁の場合、1000mm以内のピッチで配置すること。

　　　に配置すること。

！

※外周部ピッチが75・50㎜を高耐力壁と区分する。

※その他のアンカー配置図 ※ 土台端部の端あき寸法は、７５㎜以上とする。

（５）柱脚金物用アンカーボルトの位置ずれの対処

　　□ＰＢ金物の場合　（PB12・PX12・PB15・PB24・PX24・PB36）

　　　①平面位置10㎜以内のずれの場合

　　　②平面位置10㎜を超え15㎜以内の場合

　　　③平面位置15㎜を超えるずれ

金物に付属する偏芯座金で対応

ＮＣＮが供給する専用補正座金を使用し現場で是正処理

ＮＣＮへ連絡し、対処方法を相談

※是正処置は、ＳＥ構法マニュアルに従って施工すること。

※平面位置15㎜を超えるずれの場合、状況により基礎の再施工となる可能性があります。

規定以外の方法で是正を行った場合、ＳＥ構法の構造性能を保証できません。

250mm以内 1000mm以内 1000mm以内 1000mm以内 250mm以内 250mm以内 200mm以内

200mm以内

2000mm以内
(中間部)

250mm以内

アンカーボルトＭ２０ 耐力壁 アンカーボルトＭ２０

柱脚金物
アンカーボルト位置

土台 柱脚金物
土台継手

管柱
土台端部

75mm以上

ＰＢ２４・ＰＸ２４ ＰＢ３６ ＰＢ１５

アンカーボルト
Ｍ２０

３１０以内 ３１０以内
アンカーボルト

Ｍ２０

３７０以内 ３７０以内

アンカーボルトＭ１２ アンカーボルト
Ｍ１２

アンカーボルト
Ｍ２０

２５０以内２５０以内

アンカーボルト
Ｍ１２

耐力壁

　　b,土台端部の最小端あき長さは75mm以上とし、土台の継手がある場合、アンカーボルトは継手から200mm以内

[PB(X)12][PB(X)12]

60 60

120

120 120

240２５０以内 ２５０以内 ２５０以内２５０以内

70

※1 最小かぶり厚さ(施工かぶり厚さ)は上表の数値から10mmを引いた数値とする

※2 基礎立上り部の幅は原則170mm以上(土台・柱幅+50mm)とする

※3 ここでの「仕上げ」は耐久性上有効な仕上げを示す

※4 フックの折り曲げ内法直径および余長は（２）の表による

※5 軽量コンクリートを使用する場合は，上表の数値に5dを加算する

４．コンクリート工事

（１）コンクリートは、JIS A 5308 に適合するJIS認証工場で製造されたレディミクストコンクリートとする。

※本仕様書に記載されていないコンクリート工事に係る事項については「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5

鉄筋コンクリート工事2018およびJIS A5308-2019を参照の上，監理者との協議により決定すること

（２）コンクリート材料仕様は下表による

使用箇所
コンクリート

の種類

設計基準

強度 Fc
(N/mm2)

24

(N/mm2)

品質基準

24

スランプ又は

スランプフロー
(cm)

18

目標値

空気量

(％)

4.5

水セメント比

上限値
(kg/m3)

65

単位水量

上限値
(kg/m3) (kg/m3)

単位セメント量

下限値

270185

混和材料

(種類)

例:AE減水剤基礎 普通

・計画供用期間の級 □短期 (18)  ■標準 (24)  □長期 (30)  □超長期 (36)

・使用可能骨材　　 　■砂利　■砂　■砕石　□砕砂  □スラグ骨材　□人工軽量骨材(軽量コン)

・粗骨材の寸法　　 　□20mm  ■25mm　□  mm

・使用可能練混ぜ水 　■上水道  ■地下水　■工業用水 □河川水　□回収水(上澄水)

・塩化物イオン量：0.3kg/m3以下

セメントの種類

普通ポルトランドセメント

構造体強度補正値

早強ポルトランドセメント 5℃以上25以下

8℃以上25以下

3N/mm2 6N/mm2

0℃以上8℃未満 又は 25℃超過

0℃以上5℃未満 又は 25℃超過

コンクリートの打込みから28日までの期間の

予想平均気温の範囲（℃）

コンクリートの調合管理強度（ 呼び強度 ）は、以下の通りとする。

調合管理強度(呼び強度) ＝ 品質基準強度 ＋ 構造体強度補正値

品質基準強度

構造体強度補正値

(a)設計基準強度

(b)耐久性基準強度

：　設計基準強度(a)と耐久性基準強度(b)の大きい値

：　基礎伏図 特記事項参照

：　24N/mm2（標準）以上

：　下表参照

（３）コンクリートの強度

平均気温
早強ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント

セメントの種類

15℃以上

5℃以上 15℃未満

5℃未満

※建設省告示第1655号による。

3日以上

3日以上5日以上

8日以上

2日以上

5日以上

（４）コンクリートの養生

　　a,コンクリートは、打込み後5日以上現場の状況に応じた養生を行うこと。

　　b,気温が2℃以下となるおそれのある場合には、適切な保温養生を行うこと。

　　c,コンクリートの打込み後1日間は、振動、衝撃を与えてはならない。

（５）型枠の最小存置期間

（６）基礎天端均しはセルフレベリング工法、又はモルタル仕上げとし、コンクリート直均しは採用しない。

※6 「仕上げあり」とは耐久性上有効な仕上げを施す場合であり，モルタル塗り，タイル貼り，外断熱工法

　　　その他これらと同等以上の性能を有する処理が施されている場合である

SD295、SD345

SD295、SD345

強度 Fq

　　b,鉄筋の材質はSD295，SD345とする。

　鉄筋は、SD295, SD345 を使用する。
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横架材

１.耐力壁詳細図

縮尺図面名称

工事名称

東京都知事登録　第53799号

株式会社エヌ・シー・エヌ一級建築士事務所

一級建築士登録　第289962号　大口 仁
構造設計一級建築士登録　第1175号

〒100-0014

東京都千代田区永田町2-13-5

Ｓ-０３
木質構造標準仕様書（１）　耐力壁編（Ver.3）

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

※大壁耐力壁は、床合板を優先することも可能です

　パネルを作成する。

②耐力壁枠材を柱に打ち付ける。

③外部側の壁合板を施工する。

（真壁・大壁、どちらでも可）

耐力壁の面材は、階をまたがないように貼ってください。

 構造図参照)

木質構造標準仕様書（１）

柱材・横架材への掛かりは、
30mm以上としてください。

面材の端から釘までの寸法は

15㎜程度を確保してください。

耐力壁

真壁耐力壁大壁耐力壁

構造面材 構造面材 構造面材 構造面材

横架材

床合板

柱
間柱

継目
間柱

間柱
柱

開口補強材

横架材 横架材 受け材

床合板

添え間柱

柱
間柱

継目
間柱

頭繋ぎ

横架材

開口補強材

柱
間柱

添え間柱

開口補強材 頭繋ぎ

継目間柱間柱

添え間柱

間柱

添え間柱

端部
2本並列

4本以上 4本以上 4本以上 4本以上

(材厚45の場合はCN90)
CN75　＠100㎜　千鳥打ち

受け材・頭繋ぎ（柱間は通す）

2本並列
端部

受け材床合板

端部
2本並列

1
50

〃
〃

1
5
0

端部
2本並列

　-3㎜とします。

(
材
厚
4
5
の
場
合
は
C
N
9
0
を
使
用

)
C
N
7
5
　
＠
1
5
0
㎜
　
千
鳥
打
ち

添
え

間
柱

※枠材の断面寸法公差は

1枚で張る

3mを超える
継目受材

合板300㎜以上
(合板最小寸法は高さ・巾共に300㎜とする)

※継目の釘間隔は外周釘@と同じ

厚45㎜以上

90㎜以上

※

継目受材の端部固定は、(4)◆◆端部
の固定方法と同じとする。

耐力壁面材は

[通常の階高の場合] [階高が3mを超える場合]

継目受材

耐力壁の面材は以下の例外を除き、横架材間を1枚もので張ることが基本です。

①内側の壁を枠材と組み合わせ、

(耐力壁釘ピッチと枠材の大きさは、

◆◆　間柱・継目間柱の端部の固定　◆◆

CN75 3本で固定（2本 + 1本）

間柱　　：30㎜以上

継目間柱：45㎜以上

90㎜
以上

裏
1本

表：2本

※間柱を横架材に直接固定する場合も同じ方法

CN75

受け材・頭繋ぎ
　　又は添え間柱

45ｍｍ30ｍｍ

CN90

受け材・頭繋ぎ
　　又は添え間柱

※耐火建築物の場合は各仕様により、間柱寸法決定のこと。

（３）耐力壁の概要

（２）耐力壁の施工の注意点

（４）間柱・頭繋ぎ・受け材の施工

（６）やむを得ず耐力壁面材を縦に継ぐ場合

（７）主な耐力壁の組み合わせと間柱の寸法

（５）二重壁の施工手順について

・添え間柱は、中間部を@150以内の千鳥打ちで固定する。

・頭繋ぎ・受け材は、間柱の間を４本以上で固定する。

・頭繋ぎ・受け材は、中間部を@100以内の千鳥打ちで固定する。

・端部は、並列に１本ずつ固定する。

・材寸は、釘CN75で固定する.（材厚45㎜の場合は釘CN90）

・材寸は、間柱と同寸以上とする。

・端部は、釘CN75-3本で斜め釘打ちで固定する。

・頭繋ぎ・受け材は、１本ものとする。

・材寸は、30×90㎜以上とする。

・部材は、腐食・割れがなく、節の少ない乾燥した材料を用いる。

[ 間柱、継目間柱 ]

・間柱は、1/2P以内で配置する。

[ 頭繋ぎ、受け材、添え間柱 ]

・部材は、隙間なく施工する。

・下図は参考例のため、現場にて調整を行うこと。

・必ず耐力壁の釘ピッチを確認の上、施工を行うこと。

！

【併用壁（大壁・真壁）】
【両面大壁】

【片面大壁】 【片面真壁】

【両面真壁】
▼大壁

▲大壁

▲大壁 △真壁

▽真壁

△真壁

▽真壁

▲大壁

【注意事項】

・上下階の面材は、6㎜以上隙間を開けて施工してください。

上記以外　　：ＣＮ５０
ＢＮシリーズ：ＣＮ６５
ＫＳ、ＧＳ、ＭＳシリーズ：ＴＮ５０

必ず指定釘をご利用下さい。

使用する面材釘

釘ピッチを150㎜としてください。

Ｂ：中間部の間柱の釘

釘ピッチを遵守してください。
面材の外周は耐力壁の記号の

Ａ：構造面材の外周釘

面材種類・釘種類・釘間隔に注意して施工してください。
耐力壁の施工は、伏図に記された耐力壁位置と記号に従い、

・階高が4.5mを超える場合の継ぎ目受け材は、120㎜×120㎜以上とする。

・縦目受材は、外周釘と同じ釘間隔で固定する。

・縦目受材は、45㎜×90㎜以上とする。

・縦目受材は、耐力壁間柱と同等の品質のものとします。

●横架材間が３mを超える場合等

3m以下の階高で継目を入れると、計算上の耐力壁性能を発揮できません。

　場合は固定釘をＣＮ９０としてください。

※受け材、頭繋ぎ、添え間柱に45ｍｍ厚を使用する

大壁
両面

大壁
片面

【大壁】 部材
一般
寸法

最小
寸法

間柱

受け材・頭繋ぎ
添え間柱

継目間柱

間柱

受け材・頭繋ぎ
添え間柱

継目間柱 45×120

30×120

45×120

30×120

45×90

30×90

30×90

45×90

真壁
両面

真壁

片面

継目間柱

添え間柱
受け材・頭繋ぎ

継目間柱

間柱

添え間柱
受け材・頭繋ぎ

間柱

部材
面材9㎜

30×111

45×111

30×102

45×102 45×96

30×96

45×108

30×108

面材12㎜

一般寸法 最小
寸法

30×90

45×90

45×90

30×90

【真壁】

※枠材の樹種は次のいずれかとし、乾燥材で欠損ないものを使用すること。

※45ｍｍを超えるの厚さを使用する場合はＮＣＮへ相談のこと。

※受け材、添え間柱に45ｍｍ厚を使用する場合は固定釘をＣＮ９０としてください。

（ベイツガ・ベイマツ・スギ・スプルース）

真壁
大壁

併用壁

【併用壁】 部材

間柱

受け材・頭繋ぎ
添え間柱

継目間柱 45×111

30×111

面材9㎜

一般寸法

面材12㎜

30×108

45×108 45×90

30×90

寸法
最小

■ 共通事項

　　　・G-BOARDは、ＳＥ構法の専用パーティクルボードです。

　　　・耐力壁は、面材を止める釘の間隔を50～150㎜に区別して設計されている。

　　　　（耐力壁以外の壁の釘間隔は、200㎜以上で施工のこと。）

　　　　（耐力壁以外の壁の釘指定は、ないものとする。）

　　　・使用する釘は、ＴＮ釘に限る。

　　　・"Ｗ"は両面張りを示す。

■ 耐力壁施工方法

　（a）耐力壁は必ず縦貼りにして使用すること。

　（b）耐力壁施工後釘ピッチ等を確認して、すみやかに設計者及び

　　　 監理者に報告すること。

　（c）耐力壁にやむを得ず開口部を作らなければならない時は、監理者に確認し、

　　　 指定の方法にて補強すること。

　　　 指定の方法が無い場合、本仕様書に従い補強すること。

　（d）耐力壁仕様については構造図優先にて施工のこと。

（１）耐力壁の種類

KS4

伏図記号・凡例

記　号

ＫＳ１ (Ｗ)

ＫＳ２ (Ｗ)

ＫＳ３ (Ｗ)

ＫＳ４ (Ｗ) ５０

７５

１００

１５０

（mm）
外周以外の釘ピッチ

（mm）
面材種類 釘仕様

Ｇ-ＢＯＡＲＤ

構造用
パーティクルボード

厚9mm

１５０
ＴＮ５０

（ＳＥ構法専用釘）

外周釘ピッチ

TPT512
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縮尺図面名称

工事名称

東京都知事登録　第53799号

株式会社エヌ・シー・エヌ一級建築士事務所

一級建築士登録　第289962号　大口 仁
構造設計一級建築士登録　第1175号

〒100-0014

東京都千代田区永田町2-13-5

Ｓ-０４
木質構造標準仕様書（２）　設備施工編（Ver.3）

木質構造標準仕様書（２）

L/5 L/5

200
200

！

１.設備施工

板 厚 2.3mm

φ 120

160 160

1
1
5

1
1
5

2
3
0

板厚 2.3mm

160 160

1
1
5

1
1
5

2
3
0

φ 120

L/5 L/5

90mm以上

φ120
200

3
0
0
m
m
以

上

ハン ガ ー ボ ル ト

穴開け禁止

200

管 柱

柱 350
梁

穴開け禁止

梁スパン：Ｌ

L/5

梁スパン：Ｌ

穴あけ可能範囲 350mm350mm

80mm以上

60mm以上

配管穴

主柱
穴間隔（芯々）
穴径の５倍以上
（６箇所まで）

主柱

梁
成

：
Ｄ

ハン ガ ー ボ ル ト

穴開け禁止

管 柱

100100
梁

成
：

Ｄ

規定以外の方法で是正を行った場合、ＳＥ構法の構造性能を保証できません。

穴
開

け
可

能
範

囲

！

配管穴

60 650mm以上

梁
巾

：
Ｂ

主柱

350mm

梁スパン：Ｌ

穴あけ可能範囲

梁幅の1/3

梁幅の1/3

配管穴 （１２箇所まで）
穴径の５倍以上
穴間隔（芯々）

350mm

主柱 穴径は３０mm以下

梁
成

：
Ｄ

主柱
（９箇所まで）

欠きこみ巾の２倍以上
欠きこみ間隔（芯々）

梁
巾

：
Ｂ

350mm

梁スパン：Ｌ

350mm

（９箇所まで）
穴径の２倍以上
穴間隔（芯々）

主柱

穴径は３０mm以下

D
/
3
以

下

梁
成

：
Ｄ

梁巾：Ｂ

50mm以下
B/2

B/2

欠き込み可能範囲

5
0
m
m
以

下

主柱(120×120) 配管穴

60 350mm以上

410mm以上60

平角柱(120×240) 配管穴

180 350mm以上

530mm以上60

平角柱(120×360)

300 350mm以上

3
0
0
m
m
以

上

主柱、管柱

柱巾：Ｂ

B/3
B/3

B/3

穴
間

隔
（

芯
々

）

（
２

箇
所

ま
で

）
最

大
穴

径
の

１
０

倍
以

上

配管穴

5
0
0
m
m
以

上

横
架

材
間

距
離 柱巾：Ｂ

穴径

面
材
幅

Ａ
Ｂ

100mm以上

1
0
0
m
m
以
上

10
0
m
m
以
上

穴開けは禁止
合板継目への

指定釘で固定
床合板の

補強材

規定を超える穴

φ160mm(□110mm)以下

50mm以上

50mm以上150mm以上

50mm以上

補強材

50mm以上

50mm以上

150mm以上
見付け幅30mm以上の材

開口

150mm以上

500mm以内

＜間柱を分断する場合＞

補強材

φ250mm(□170mm)以下
φ250mm(□170mm)以下

15
0
m
m
以
上

1
50
m
m
以
上

50mm以上 50mm以上 50mm以上 50mm以上

1
5
0
m
m
以
上

穴開け可能範囲 1
5
0m
m
以
上

可能範囲
穴開け

1
5
0
m
m
以
上

真 壁

大 壁 真 壁

□110㎜以下

◎ ＯＫ
□35㎜以下

3
00

m
m
以

上

φ250㎜以下

補強あり

φ160㎜以下

□110㎜以下

[合計４箇所] [合計３箇所]

補強あり

◎ ＯＫ

50mm以上

× ＮＧ

3
0
0m

m
未

満

並列させる

□170㎜以下の範囲に複数の
穴をあける（１箇所とみなす）

□35㎜以下

50㎜未満

３箇所以上 並列させる

【穴径：φ７０mm以下の場合】

（１）梁(側面)の穴開け

・穴あけは、梁１部材あたり ６箇所までとする。

・穴を開けることが可能な範囲は、下図　　　　  　の範囲とする。

150mm　：　不可
180mm　：　40mm以下
210mm　：　50mm以下
240mm　：　60mm以下

300mm以上  ：  70mm以下

梁成　Ｄ　：　最大穴径

【穴径：φ７０mm超えの場合】

・補強フレートは、梁の両側面に施工すること。

・穴を開けることが可能な範囲は、下図　　　　  　の範囲とする。

・穴径は、φ120㎜以下とする。

・穴あけは、梁１部材あたり １箇所までとする。

●設備配管穴の開けられる範囲

●補強プレートの仕様

対応梁成

形状

専用ビス 30本(片側) 18本(片側)

360mm超え300mm以上360mm以下

（２）梁(上下面)の穴開け

・穴あけは、梁１部材あたり １２箇所までとする。

・穴を開けることが可能な範囲は、下図　　　　  　の範囲とする。

・管柱側面から100㎜以内は、加工しない。（穴あけ側面図参照）

（３）梁(上面)　斜めの穴あけ・欠込み

・穴あけは、梁１部材あたり ９箇所までとする。

・管柱側面から100㎜以内は、加工しない。（穴あけ側面図参照）

・梁下面の欠きこみは禁止とする。（間柱欠き５㎜以下の場合を除く）

（４）端あき寸法について

・柱サイズを確認の上、穴あけ位置を決定すること。

（５）柱の穴開け

・穴あけは、１部材あたり ２箇所までとする。

・穴を開けることが可能な範囲は、下図　　　　  　の範囲とする。

柱巾Ｂ：最大穴径

180mm以上　：　40mm以下
150mm　：　35mm以下
120mm　：　30mm以下
105mm　：　20mm以下

（６）床合板の穴開け

●基本事項

・面材の端から 100㎜以内は加工しない。

・面材の継ぎ目には加工しない。

・穴開けの巾の合計は、施工する構造面材の巾の1/3以下かつ300mm以下とする。

[穴幅の合計]≦[面材幅／3] かつ [穴幅の合計]≦300㎜

・補強不要な穴開けの寸法は、丸穴で200mm、角穴で150mm以下とする。

※(Ａ+Ｂ)≦Ｗ/３ かつ 300㎜

　　（ピアノ、重い水槽等）

　　※その他、床に重量物を置く場合

　　床合板と適宜補強してください。

　・床下収納や床下点検口を設ける場合は、

●床合板の補強

（７）耐力壁の穴開け

・耐力壁に穴を開ける場合は以下の基準とする。

・穴を開けることが可能な範囲は、下図　　　　  　の範囲とする。 各合板の上下端を150㎜以上とする。

※面材を継ぐ場合

合板の端距離の確保

上下端：150mm以上

左右端： 50mm以上

●耐力壁の穴開けの共通事項

　・面材１枚に可能な穴開けは、補強の有無に限らず、合計４箇所までとする。

　・面材の上下端から150㎜以内に加工しない。

　・面材の左右端から50㎜以内に加工しない。

　・下記の特例を除き、横に並べて穴あけをしない。

　・穴開けの最大寸法は、施工する構造面材の巾の1/3以下とする。

Ａ：開口補強が不要な場合

　開口寸法≦φ160mm(□110mm)

・丸穴で160mm、角穴で110mm以下とし、１枚の面材に２箇所までとする。

横並び可能な穴あけ

・穴の寸法は、φ50㎜以下もしくは□35㎜以下とする。

・50㎜以上の間隔をあけた場合、２か所まで横に並べて良い。

Ｂ：開口補強が必要な場合

　φ160㎜(□110mm)＜開口寸法≦φ250㎜(□170㎜)

　（上記の範囲内に複数の穴あけをする場合、１箇所の穴あけとみなす。）

・丸穴で250mm、角穴で170mm以下とし、１枚の面材で２箇所までとする。

・補強材は、間柱と同じ樹種とする。

・補強材は、端部をCN75-2本以上で固定する。

・開口周囲の間柱・補強材は、外周釘と同じ間隔で固定する。

　・併用壁の場合は、内部の真壁を基準として開口位置の確認を行ってください。

　・真壁納まりの場合で柱に直接コンセントボックスを取り付ける場合、

●真壁納まりの注意事項

　　下図のように補強材を施工し、合板端からの距離を確保してください。

【穴開けの例】
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縮尺図面名称

工事名称

東京都知事登録　第53799号

株式会社エヌ・シー・エヌ一級建築士事務所

一級建築士登録　第289962号　大口 仁
構造設計一級建築士登録　第1175号

〒100-0014

東京都千代田区永田町2-13-5

木質構造標準仕様書（３）

Ｓ-０５
木質構造標準仕様書（３）　水平構面・使用部材リスト（Ver.3）

１．水平構面

釘CN75　ピッチ150㎜以下

構造用合板 厚28mm

川の字打ち

合板厚28㎜+CN75@150

TPT512

 20 26.06 .05

垂木構面(2×6)

成：140mm

幅：38mm

垂木　1/2ピッチ以下

ジョイントスクリュー２本

転び止め　38mm×70mm以上

ジョイントスクリュー

垂木端部対梁

川の字打ち

釘CN50＠150㎜以下

厚さ12ｍｍ

構造用合板　特類２級

幅　×　成

サイズ

同一等級構成桧ＥＷ120 × 120

大引き
桧ＥＷ 同一等級構成

120×150～ 欧州赤松ＥＷ 対称異等級構成

金物図による

E95-F315以上

E95-F315以上

E105-F300以上

柱

小屋束

横架材

桁・梁

母屋

120 × 120 金物図による E95-F315以上 同一等級構成

120 × 240～ 金物図による 欧州赤松ＥＷ E105-F300以上 対称異等級構成

120 × 120 欧州赤松ＥＷ E95-F315以上 同一等級構成

金物図による

記号 接合金物 材料区分 等級 備考

名称 記号 符号接合具

耐力壁
符号Ｗ

(両面貼り)

TN50@150

TN50@100

TN50@75

TN50@50

KS1/KS1W

KS2/KS2W

KS3/KS3W

KS4/KS4W

構造用 パーティクルボード 厚９

構造用 パーティクルボード 厚９

備考

・ＥＷは構造用集成材を示し、ＪＡＳ規格品を使用する。（含水率15％以下）

名称

土台

105 × 105

欧州赤松ＥＷ

金物図による

面材

構造用 パーティクルボード 厚９

構造用 パーティクルボード 厚９(片面貼り)

２．使用部材リスト

３．屋根ふき材の検討

仮称）立葵の杜　施設新築工事



伏図記号凡例表

縮尺図面名称

工事名称

東京都知事登録　第53799号

株式会社エヌ・シー・エヌ一級建築士事務所

一級建築士登録　第289962号　大口 仁
構造設計一級建築士登録　第1175号

〒100-0014

東京都千代田区永田町2-13-5

Ｓ-０６

木質構造標準仕様書（４）

木質構造標準仕様書（４）　伏図凡例（Ver.3）

２階通し平角柱

土
台
伏
図
の
表
示

各
階
伏
図
の
表
示

通し平角柱

管平角柱

（主柱）

柱

通し平角柱

平角柱

土台

通し柱

通し平角柱

２階通し柱

通し柱

管柱

通し柱

管柱

通し平角柱

管平角柱

管柱

管柱

管柱

管柱

詳細説明部材伏図記号 名 称

通し柱

120～×240

120～×360

120～×360～
120～×300～
120～×240～

120～×120～

120～×120～

120～×240
120～×300
120～×360

120～×300
120～×240

120～×360

120×120

120～×240
120～×300
120～×360

120～×120～

120～×120～

120～×120～

120～×240
120～×300
120～×360

105～×105～

105～×105～

120～×240～

120～×240～

120～×120～

標準寸法(mm)

120～×300

接合名称

柱脚金物:PB12,PB15,PX12

柱頭金物:CF12,M10

柱頭:カット

柱脚金物:

柱頭金物:CF12,M10

柱頭:カット

　PB24,PX24,PB36

柱脚金物:

　PB24,PX24,PB36

柱頭金物:CF12,M10

柱頭:カット

端部:カット

柱脚金物:PB12,PB15,PX12

柱頭金物:CF12,M10

柱頭:カット

柱頭・柱脚金物:

　CF1224,CF12,M10

柱頭:カット

　CF12,M10,CF1224

柱頭:カット

　CF1224,CF1236

柱頭:カット

柱頭・柱脚金物:

柱頭:カット

　CF1224,CF1236

柱頭・柱脚金物:

柱頭・柱脚金物:

・接合名称のカットとは柱勝ちを示す

・□の中の線は金物のスリット方向を示す

・横架材間に取り付ける管柱を示す

・横架材の上に金物を取り付ける

・接合名称のカットとは柱勝ちを示す

　※120角柱以外の場合は注記あり

・□の中の線は金物のスリット方向を示す

・横架材間に取り付ける管柱を示す

・横架材の上に金物を取り付ける

・接合名称のカットとは柱勝ちを示す

・□の中の線は金物のスリット方向を示す

・横架材間に取り付ける管柱を示す

・横架材の上に金物を取り付ける

　※120角柱以外の場合は注記あり

・接合名称のカットとは柱勝ちを示す

・□の中の線は金物のスリット方向を示す

・横架材間に取り付ける管柱を示す

・横架材の上に金物を取り付ける

・下階の柱のうち、当該階の梁下に固定しているものを示す

・下階の柱のうち、当該階の梁天端まで又は、当該階の中間までの高さの

　柱を示す

・下階の柱のうち、当該階の梁下に固定しているものを示す

・下階の柱のうち、当該階の梁天端まで又は、当該階の中間までの高さの

　柱を示す

・2階から上階へ通る通し柱（平角柱）

・通し柱の接合名称は、柱の下端の伏図に示す

・通し柱の接合名称は、柱の下端の伏図に示す

・下階から上階へ通る通し柱（平角柱）

・土台端部はカットとし、アンカーボルトM12にて基礎に固定

・柱脚金物部分を避ける

・接合名称のカットとは柱勝ちを示す

・梁勝ちの場合、柱頭金物はCF12,M10金物

・□の中の線は金物のスリット方向を示す

・1階の柱のみ

・基礎に直接PB金物を介して取り付ける柱を示す

・接合名称のカットとは柱勝ちを示す

・梁勝ちの場合、柱頭金物はCF12,M10金物

・□の中の線は金物のスリット方向を示す

・基礎に直接PB金物を介して取り付ける柱を示す

・接合名称のカットとは柱勝ちを示す

・梁勝ちの場合、柱頭金物はCF12,M10金物

・□の中の線は金物のスリット方向を示す

・1階の柱のみ

・基礎に直接金物を介して取り付ける柱を示す

・接合名称のカットとは柱勝ちを示す

・梁勝ちの場合、柱頭金物はCF12,M10金物

・□の中の線は金物のスリット方向を示す

・基礎に直接金物を介して取り付ける柱を示す

　※120角柱以外の場合は注記あり

・材長の短い小屋束は角ホゾとし、補強金物(VP等)で補強する

・○の中の線は金物のスリット方向を示す

・横架材間に取り付ける管柱を示す

・横架材の上にCF12又はM10金物にて取り付ける

・数字は屋根勾配(寸勾配)を示す

・矢印は水下の方向を示す

・上部に屋根がかかる部分を示す

・鋼製火打金物を示す

・Ｚマーク金物同等品とする

・接合名称のαには勾配に応じ、1～10,12.5の数値が対応する

・接合名称の#には梁成に応じ、1～4の数値が対応する

・数字は登梁の梁成を示す

・通し柱＋管柱，通し柱＋小屋束，平角柱＋管柱等のジョイントを示す

・接合名称のカットとは柱勝ちを示す

・通し平角柱＋管平角柱，管平角柱＋２階通し平角柱

　管平角柱＋管平角柱などのジョイントを示す

・接合名称のカットとは柱勝ちを示す

・M10は、SB1,SB2金物が使用できない場合に使用

・端部をFB0～JB4金物にて取り付ける

・端部注記は接合金物を示す

・上の数字は梁成を示す

・梁のうち、基準レベルから高低差がある部材を示す

・上の数字は梁成を示す

・下の数字は基準レベルからの高低差を示す

・平面上同じ位置に複数の梁があり、サブレイヤに部材が配置されている

　事を示す

・上の数字は梁成を示す

・下の数字は基準レベルからの高低差を示す

・木製火打梁を示す

・端部はM16ボルトとリングにて固定

柱脚金物:FJ24

柱頭金物：CF12,M10

　CF1224,CF1236

柱頭:カット

端部金物:SB1,SB2,M10

端部:カット

端部金物:

FB0,FB1,FB2,FB3,JB3,JB4

端部金物:

FB0,FB1,FB2,FB3,JB3,JB4

端部金物:

FB0,FB1,FB2,FB3,JB3,JB4

上端金物:FB#D-α,JB#D-α

下端金物:FB#U-α,JB#U-α

下端金物:CF12

ボルトM12

端部:ボルトM16＋リング

柱脚金物:CF12,M10

柱頭金物:CF12,M10

柱頭:カット

柱脚:角ホゾ

端部:ボルトM16＋リング

端部:ボルトM16＋リング

幅:105～

成:150～

平角柱のジョイント

大引・梁

梁・母屋

（横架材）

梁・母屋

（横架材）

梁・母屋

（横架材）

登梁

火打金物

木火打

方杖

デルタ梁

小屋束

屋根勾配

成:180～

幅:105～

成:180～

105～×105～

120×120

成:150～

幅:120～

成:120～

幅:105～

成:120～

幅:105～

120×120

105×105

120～×300
120～×360

柱のジョイント 120～×120～

120～×240

105×105

幅:105～

部材伏図記号 名 称 標準寸法(mm) 接合名称 詳細説明

各
階
伏
図
の
表
示

210

-500

4.0

方杖

300

-100

300

240

⊿梁

柱脚金物:FJ12

柱頭金物:CF12,M10

柱頭:カット
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木質構造標準仕様書（５）

　　ドリフトピンを打ち込んでおくこと。（梁の取り付け時に、金物に引っ掛けるため）
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木質構造標準仕様書（５）　ＳＥ金物詳細図（Ver.3）

金物取り付け時の注意

（１）柱脚金物 ＰＢ・ＰＸ金物

　a,柱脚金物配置位置については、加工承認図を優先するものとし、金物の向きも

　　これに従うこと。

　b,金物方向の変更を余儀なくされる時は、必ず設計者へ報告し、承認を受けること。

　c,アンカーボルトとの位置にずれが生じた場合は、必ず設計者へ報告し、本仕様書に

　　設計者の指示のもとで対処すること。

　d,設計者の指示無く、柱脚用アンカーボルト位置を変更することは禁止とする。

（２）柱金物（ＣＦ・Ｍ１０）

　a,ＣＦ　･･･下穴アリ　ボルトにて緊結のこと。

　b,Ｍ１０･･･下穴アリ　付属ビス（L=75mm）4本にて固定のこと。

（３）梁金物（ＦＢ、ＪＢシリーズ）

　a,金物取付き梁において、梁上下確認の上、最上段のドリフトピン穴にはあらかじめ

　b,柱に予め取り付けられた梁金物は、搬入後ボルトの締付けを再確認すること。

　　（搬送中に緩みを生じることがあります。）

（４）柱継金物（ＦＪ） ・・・施工順序注意のこと。

　　① 上柱に金物を差込み、ドリフトピンを用いて固定する。

　　② 上柱を立て、下柱側のドリフトピンを打ち込む。

（５）登り梁金物（ＣＦ、ＴＰ）

　a,ＣＦ… 登り梁下部固定用金物（下穴アリ）ハンガーボルトもしくは貫通ボルトにて緊結のこと。

登り梁のドリフトピン位置、梁からの金物のこぼれについては、設計者及び施工承認図

にて確認のこと。

　b,ＴＰ… 登り梁頭頂部連結用金物（プレート）梁を水平に寝かせた状態での取り付けを推奨する。

角度を保持した後、屋根部まで吊り上げ施工することが望ましい。

金物詳細図
適応サイズ接合部材金物名称 PB12 柱材 120以上×120以上 適応サイズ接合部材金物名称 PB24 柱材 120以上× 240以上
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適応サイズ接合部材金物名称 柱材PB36 120以上×360以上
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適応サイズ接合部材金物名称 横架材FB1適応サイズ接合部材金物名称 FB0 横架材 120以上×120以上 120以上× 150以上

※「FB1(G)」は、天地逆形状を示す。
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適応サイズ接合部材金物名称 横架材FB2 120以上×210以上

※「 FB2(G)」は、天地逆形状を示す。
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改良体配置図

TPT512X1

A3：1/120

杭緒元

工法・材種

スペック

その他

特記事項

 1 

 2 

 3 

　　印は、改良体を示す。

補強仕様は、改良検討書などを参照のこと。

改良体位置が２００㎜以上の変更が生じた場合は、ＮＣＮへ相談のこと。
補強体の許容支持力：66.2 kN/本

2
2
75

1
82

0
2
27

5
18

20
22

75
2
27

5
1
82

0

2275 1820 2275 1820 1365 1820 1820 1820 2275 1365 1820 2275 2275 1820 1820 2275 2275

36400

2
2
75

2
27

5
18

2
0

18
20

22
75

2
27

5
1
82

0

1
45

60

12285 1820 22295

36400

6
82

5

1820 1365 2730 2730 2730 1820 1365 2275 1820 3185 1820 1820 1820 1820 2275 2275
2
2
75

2
27

5
2
2
75

2
2
75

2
27

5
22

75
2
2
75

1
36

5
2
27

5
1
82

0

1365 1365

1365 1820 1365

1365 1820 1365

216.3 mm × 8.65 m ×168 本

6
82

5

2
13

85

Ｓ-０８

1365 1820

仮称）立葵の杜　施設新築工事

スクリューフリクションパイル工法

補強体の設計基準強度：10.0N/mm2

2026.07.15
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特記事項

は人通口を示す。（特記除きＷ＝６００） 11 

基礎立上り幅の欠込みを行う場合は、基礎構造標準仕様書に従うこと。

型枠の取り外し時期及び方法など

コンクリート骨材・水及び混和材の種類・強度試験方法・調合及び養生方法

下記については、日本建築学会仕様によるものとする

スリーブは、開口補強を行うこと。

注意：　施工図は、別途作成してください。
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特記なき限り、スラブ天端＝ＧＬ＋５０とする。

設計ＧＬ＝ＧＬ±０ とする。

とする。  FS1  特記なき限りスラブは

 6 

 5 

 4 

 3 ＳＤ２９５

 1  (長期) 2 設計地耐力

（Ｄ１０～Ｄ１６） 2 ｆｔ＝１９５Ｎ／ｍｍ　鉄筋材料

調合管理強度（呼び強度）は、基礎構造標準仕様書に従い、適切に設定すること

 2 Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍｍコンクリート設計強度
 2 
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基礎伏図
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耐圧版リスト

凡例 符号 版厚 ヨコ タテ
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立上り現場調整
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工事名称
株式会社エヌ・シー・エヌ一級建築士事務所

東京都知事登録　第53799号

〒100-0014 図面名称 縮尺一級建築士登録　第289962号　大口 仁
東京都千代田区永田町2-13-5

構造設計一級建築士登録　第1175号
TEL:03-6897-6311

基礎リスト

26 .06 .05 20 

【共通事項】特記なき限り下記による

１．幅止メ筋　D10@1000以内 ３．地業　捨てコンクリート t=50 ４．均しモルタル(ｱ)10

基礎断面リスト ２．二段受け筋　D10@1000以内 　　　　　割栗・砕石 t=100
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仮称）立葵の杜　施設新築工事

点線は、立上りを示す。
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工事名称
株式会社エヌ・シー・エヌ一級建築士事務所

 20 26 .06 .05東京都知事登録　第53799号

〒100-0014 図面名称 縮尺一級建築士登録　第289962号　大口 仁
東京都千代田区永田町2-13-5 構造設計一級建築士登録　第1175号
TEL:03-6897-6311
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※土台アンカーボルトは、M12mm・定着長さ250mm以上（フック付）

　

※柱脚金物用アンカーボルトは、M20mm・定着長さ450mm以上（アンカーベース）

アンカー伏図

PX12

PB36PB36

２５０以内 ２５０以内

凡例＞　柱脚金物部

アンカーボルトＭ１２

アンカーボルトＭ２０

※ 土台端部の端あき寸法は、７５㎜以上とする。

ＰＢ１２・ＰＸ１２

３１０以内 ３１０以内

720

360360

アンカーボルトＭ２０

アンカーボルトＭ１２

※ 土台端部の端あき寸法は、７５㎜以上とする。

２５０以内 ２５０以内

ＰＢ２４・ＰＸ２４

1440

720720

アンカーボルト
Ｍ２０

ＰＢ３６

３７０以内 ３７０以内

※ 土台端部の端あき寸法は、７５㎜以上とする。

アンカーボルトＭ１２

1440２５０以内 ２５０以内

２５０以内 ２５０以内

管柱

凡例＞　管柱部

アンカーボルトＭ１２

※ 管柱付近のアンカーボルトの基準位置を示す。

２００以内２００以内

アンカーボルトＭ１２

凡例＞　土台継ぎ位置

※ 土台端部の端あき寸法は、７５㎜以上とする。 ※出寸法は、均しモルタル等の厚みを考慮し設定する事。

3
0
0

6
3
0

7
2
0

アンカーボルトＭ２０

▼基礎天バ

ハイブリッドナット

(ＰＢ１２)
柱脚金物
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※土台用アンカーボルトM12mm：366個（参考数量）
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120x360 120x360
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120x240

120x240

車寄せ

ＷＣ２

エントランス

小上り

※土台は、120㎜角・大引は105㎜角とする ※特記なき柱は、120角とする

※耐力壁：G-BOARD 　9㎜（符号：ＫＳ） 専用釘「TN50」★釘種類注意★

※構造計算後伏図…構造に関わる部分の変更はできません。原則として造作部材の追加に限ります。

◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆

※基礎パッキン厚：20㎜

※床：構造用合板厚28㎜（釘CN75＠150：川の字打）

※”◆”は束受け現場補強を示す ※耐力壁符号の▼は、耐力壁面材の大壁施工・▽は真壁施工の面を示す。

　片面貼りは施工上表裏の変更は可能。

※性能表示有り（耐震等級：3・耐風等級：2相当）

※防耐火要件：なし（その他建築物）

 柱脚PX12

土台位置現場調整

◆

※垂直積雪量：50cm
※土台に表記した▽印は、土台継ぎ位置を示す
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仮称）立葵の杜　施設新築工事

土台伏図

株式会社エヌ・シー・エヌ一級建築士事務所

東京都知事登録　第53799号

工事名称

図面名称 縮尺
1/構造設計一級建築士登録　第1175号

一級建築士登録　第289962号　大口 仁

TEL:03-6897-6311

東京都千代田区永田町2-13-5
〒100-0014 S-12
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※火打：鋼製火打仕様

※　　　　は、合板補強範囲を示す。

※”★”は構造材の現しを示す
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※耐力壁：G-BOARD 　9㎜（符号：ＫＳ） 専用釘「TN50」★釘種類注意★

※耐力壁符号の▼は、耐力壁面材の大壁施工・▽は真壁施工の面を示す。片面貼りは施工上表裏の変更は可能。
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仮称）立葵の杜　施設新築工事

１階小屋伏図

株式会社エヌ・シー・エヌ一級建築士事務所

東京都知事登録　第53799号

工事名称

図面名称 縮尺
1/構造設計一級建築士登録　第1175号

一級建築士登録　第289962号　大口 仁

TEL:03-6897-6311

東京都千代田区永田町2-13-5
〒100-0014 S-13
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 ※屋根勾配：2寸

★

※屋根 ： 垂木構面　38x140　JS(ｼﾞｮｲﾝﾄｽｸﾘｭｰ)仕様

※垂木 ： ヒノキ　38x140　@455

※野地板 ： 構造用合板　t=12mm　（釘CN50@150以下）

※転び止め ： 38x70以上　JS(ｼﾞｮｲﾝﾄｽｸﾘｭｰ)2本で横架材に留め付けのこと

※”★”は構造材の現しを示す

★
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仮称）立葵の杜　施設新築工事

１階母屋伏図

株式会社エヌ・シー・エヌ一級建築士事務所

東京都知事登録　第53799号

工事名称

図面名称 縮尺
1/構造設計一級建築士登録　第1175号

一級建築士登録　第289962号　大口 仁

TEL:03-6897-6311

東京都千代田区永田町2-13-5
〒100-0014 S-14
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ＷＣ２

エントランス

小上り

※土台は、120㎜角・大引は105㎜角とする ※特記なき柱は、120角とする

※耐力壁：G-BOARD 　9㎜（符号：ＫＳ） 専用釘「TN50」★釘種類注意★

※構造計算後伏図…構造に関わる部分の変更はできません。原則として造作部材の追加に限ります。

◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆

※基礎パッキン厚：20㎜

※床：構造用合板厚28㎜（釘CN75＠150：川の字打）

※”◆”は束受け現場補強を示す ※耐力壁符号の▼は、耐力壁面材の大壁施工・▽は真壁施工の面を示す。

　片面貼りは施工上表裏の変更は可能。

※性能表示有り（耐震等級：3・耐風等級：2相当）

※防耐火要件：なし（その他建築物）

 柱脚PX12

土台位置現場調整

◆

※垂直積雪量：50cm
※土台に表記した▽印は、土台継ぎ位置を示す
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仮称）立葵の杜　施設新築工事

土台柱金物伏図

株式会社エヌ・シー・エヌ一級建築士事務所

東京都知事登録　第53799号

工事名称

図面名称 縮尺
1/構造設計一級建築士登録　第1175号

一級建築士登録　第289962号　大口 仁

TEL:03-6897-6311

東京都千代田区永田町2-13-5
〒100-0014 S-15



Ｚ い ろ は に ほ へ と ち り ぬ る を わ か よ た れ そ つ ね な ら む う ゐ の お く や ま け ふ こ え て あ さ き ゆ め み

０

１
２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB2

FB2

FB
2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
3

FB3

FB2

FB2

FB
2

FB2

JB
3

JB3

JB
3

JB3

JB
3

JB3

JB
3

JB3

JB
3

JB3

JB
3

JB3

FB
2

FB2

JB3

JB3

JB3

JB3

FB
3

FB3

FB3

FB3

JB3

JB3

JB3

JB3

FB2

FB2

FB3

FB3

FB2

FB2

FB
2

FB2

FB2

FB2

FB
3

FB3

FB
3

FB3

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
3

FB3

JB
3

JB3

JB
3

JB3

FB3

FB3

FB3

FB3

FB
2

FB2

FB3

FB3

FB3

FB3

FB
3

FB3

FB3

FB3

FB3

FB3

JB3

JB3

JB3

JB3

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB3

FB3

FB
3

FB3

JB
3

JB3

FB
2

FB2

FB3

FB3

JB3

JB3

JB3

JB3

FB
3

FB3

FB2

FB2

FB2

FB2

FB
0

FB0

FB
0

FB0

FB
3

FB3

FB
3

FB3

FB3

FB3

FB
2

FB2

FB
3

FB3

FB
3

FB3

FB
2

FB2

FB3

FB3

FB3

FB3

JB3

JB3

JB3

JB3

FB
3

FB3

FB3

FB3

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

JB
3

JB3

JB
3

JB3

JB
3

JB3

FB
2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB
3

FB3

FB
3

FB3

FB
2

FB2

JB3

JB3

FB3

FB3

FB3

FB3

FB0

FB0

FB0

FB0

FB0

FB0

FB
0

FB0

FB0

FB0

FB0

FB0

FB0

FB0

FB0

FB0

FB
0

FB0

FB
0

FB0

FB
0

FB0

FB
0

FB0

FB
0

FB0

FB
0

FB0

FB0

FB0

FB
0

FB0

FB
0

FB0

FB
0

FB0

FB
0

FB0

FB
0

FB0

FB0

FB0

FB
0

FB0

FB0

FB0

FB0

FB0

FB0

FB0

FB0

FB0

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB
2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
2

FB2

FB
3

FB3

FB2

FB2

FB
0

FB0

FB
0

FB0

FB
0

FB0

FB
0

FB0

FB
0

FB0

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

M10
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

CF12
カット

CF12
カット

CF12
カット

CF12
カット

CF12
カット

CF12
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

⾓ホゾ
カット

M10
M10

M10
M10

M10
M10

M10
M10

M10
M10

M10
M10

M10
M10

M10
M10

M10
M10

M10
M10-2.0(2.0)

M10
M10

M10
M10

M10
M10

M10
M10-2.0(2.0)

FJ12
M10-2.0(2.0)

M10
M10

M10
M10

M10
M10

M10
M10

M10
M10

⾓ホゾ
⾓ホゾ

⾓ホゾ
⾓ホゾ

⾓ホゾ
⾓ホゾ

⾓ホゾ
⾓ホゾ

⾓ホゾ
⾓ホゾ

⾓ホゾ
⾓ホゾ

CF12
CF12

CF12
CF12

CF12
CF12-2.0(2.0)

CF12
CF12-2.0(2.0)

M10
M10

M10
M10

M10
M10

M10
M10

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP 下VP

下VP

下VP

下VP

下VP 下VP

下VP下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP 下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP下VP

下VP 下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

下VP

上VP

下VP

上VP

下VP

上VP

下VP

上VP

下VP

上VP

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

両
引

※特記なき柱は120㎜角、梁は120㎜巾とする

※火打：鋼製火打仕様

※　　　　は、合板補強範囲を示す。

※”★”は構造材の現しを示す
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※耐力壁：G-BOARD 　9㎜（符号：ＫＳ） 専用釘「TN50」★釘種類注意★

※耐力壁符号の▼は、耐力壁面材の大壁施工・▽は真壁施工の面を示す。片面貼りは施工上表裏の変更は可能。
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１階小屋柱金物伏図
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東京都知事登録　第53799号

工事名称

図面名称 縮尺
1/構造設計一級建築士登録　第1175号

一級建築士登録　第289962号　大口 仁

TEL:03-6897-6311

東京都千代田区永田町2-13-5
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 ※屋根勾配：2寸

★

※屋根 ： 垂木構面　38x140　JS(ｼﾞｮｲﾝﾄｽｸﾘｭｰ)仕様

※垂木 ： ヒノキ　38x140　@455

※野地板 ： 構造用合板　t=12mm　（釘CN50@150以下）

※転び止め ： 38x70以上　JS(ｼﾞｮｲﾝﾄｽｸﾘｭｰ)2本で横架材に留め付けのこと

※”★”は構造材の現しを示す
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仮称）立葵の杜　施設新築工事

１階母屋柱金物伏図

株式会社エヌ・シー・エヌ一級建築士事務所

東京都知事登録　第53799号
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東京都千代田区永田町2-13-5
〒100-0014 S-17
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